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3- AS/AP ,n- (AA-AE)/AP (8)
であるO通常のDLAの場合 (n-1, 3-0)は,我々が既に得た結果を再現する3)｡ さら
に,保存系の場合 (a-o)は, i-2となって(6)式と一致し,蒸発過程だけある場合 (n
--1,S-0)は,df-1となる｡ これらの結果は,合理的であるが, Apの全過程において


































々の現象が,流れ J-o∇uのパラメタ- Oの非線形的性質と,流れの保存 ∇J-0とに基く
共通のモデルで表現される(Takayasu,1986)｡この方程式 ∇･(o∇u)-O を高速に解 く
ことができれば,Oの非線形性を種々変えた時,境界条件を変えた時,又は空間の次元を変え
た時,どのようなパターンが変化するかをいろいろと調べることができて便利である｡
一方,破壊について, ｢闇値を越せば被壊｣ という現象方程式でなく,もっと破壊の本質を
表現する式は作れないものだろうか｡そのためには,滑らかさを条件とする微分方程式から離
れて,むしろ素朴に現象を眺めた方が良いように思える｡ ｢無限･カオス･ゆらぎ｣(寺本ら
1985)の中で,山口はポアソン方程式という最も潰らかな解を持つ微分方程式と,高木関数と
いういたる所で微分不可能な関数との奇妙な深い関係を語っている｡破壊のもとの場が先に述
べたラプラス方程式 (より一般的にはポアソン方程式 )で現わされることと,破壊とは滑らか
な場の中に微分不可能な特異な場所ができることだということを併せ考えると,山口によるポ
アソン方程式の差分表現は破壊の本質を表現しているように見える｡
それはさておき,Hata& Yamaguti(1984)による高木関数の一般化である Takagi
seriesは,その表現がそのままポアソン方程式を計算機で解くための巧妙なアルゴリズムにな
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